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たいとう関東大震災100年事業



震災教訓の継承と防災意識の啓発
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はじめに

災害教訓の難しさ

この失敗を「教訓」にする。 この経験を「教訓」にする ⇒当事者

災害教訓は、当事者でないと、共感や理解しにくいところがある

○地域によって被災リスクが異なる

東日本大震災の津波

○関東大震災 「台東区」での実災害ですが

１００年前とは科学・技術が進んた現代とは比較にできないのでは？



関東大震災に関する資料等
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内閣府 関東大震災100年事業特設ページ

気象庁「関東大震災から100年」特設ページ

防災指導者講習会資料(関東大震災100年関係)

たいとう防災アプリ「たいとう防災」
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関東大震災・阪神淡路大震災・東日本大震災との比較 (内閣府HP)
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令和４年５月公表の大正関東大震災との比較
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全潰 非焼失 半潰 非焼失 焼失 合計
住家

全壊
火災 合計

東京府 24,469 11,842 29,525 17,231 176,505 205,580 3,546 66,521 70,067

東京市 12,192 1,458 11,122 1,253 166,191 168,902 2,758 65,902 68,660

令和4年想定 23区 24,873 106,862 19,659 151,394 982 400 1,382

住家被害棟数

関東大震災

実災害

死者数

（行方不明者含む）



関東大震災の被害状況及び原因
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○建物倒壊 本震以外にM7.0以上の余震が多く発生 東京に倒壊をもたらした地震は

この余震であったとの見方もある。倒壊家屋がその後、焼失

○火災 ほとんどが木造建築物で揺れにより倒壊・出火

初期消火率 42%   低くない数字

気象状況 台風が日本海を通過中、当日風速10～15mの強い南風を観測

消火体制 消防署は区内にも設置されていたが、当時はポンプ車も少なく、

火消しが発展した消防組もあったが、設備・人員とも不十分



関東大震災の被害状況及び原因
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○人的被害

東京市では焼死が96%を占める

うち被服廠跡地 現都立横網町公園（東京都慰霊堂）38,000名で市内焼死者の約半数

区内でも死亡者が多い場所が点在している

旧田中小 1,081名 当時、田中小一帯は湿地で水深は不明 火災旋風による死亡

吉原池 490名 池での溺死が多い

区内北部、特に金杉地区での死亡者数が顕著



関東大震災の震災教訓
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災害教訓の継承に関する専門調査会報告書 平成18年7月

関東大震災は近代化した首都圏を襲った唯一の巨大地震であり、その被害

の大きさ、社会的インパクトとも比較を絶する災害であった。

○第一編 発災とメカニズム（ 概要・報告書 ）

○第二編 救援と救済

○第三編 復興と社会的インパクト



震災教訓 ○初期消火の重要性
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関東大震災時の初期消火 多くは成功

奇跡的に焼失を免れた町

神田和泉町・佐久間町

和泉公園「防火守護の地」の碑

地域住民が協力して消火活動を行い、

延焼を免れた

和泉公園「防火守護の地」の碑

条件 水利(神田川)・近くのポンプ工場・

エリア一角に病院等の立地

不忍池

浅草寺

・出火地点



震災教訓 〇災害時の情報
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流言・デマで自警団等による朝鮮人等の

虐殺が発生 「暴動・投毒・略奪等」

災害教訓の継承に関する専門調査会報告書から

警察庁は1日、東日本大震災の被災地で「強盗や性犯罪
が多発している」などと、不安をあおるような根拠の
ないデマ情報が流れていると発表した。…警察庁は
「不確かな情報をうのみにしないで」と呼びかけている。

〇東日本大震災での流言・デマ

・募金詐欺、日本赤十字社などを騙る「フィッシング詐欺」、災害情報を装った「ウイルスメール」などの
存在が確認

・流言ではなく、発信者の善意の情報提供の中に、不正確で混乱を生じさせる情報がある



震災教訓 〇震災復興
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(1)街路・土地区画整理の推進
昭和通り等の整備

東京都 都市計画地図(大正10年)

(2)復興公園・小学校の建設・設置

(3)震災復興橋梁の架け替え
全て震災後の復興計画で
架け替え(耐震・鉄骨化)

(4)隅田公園の整備



震災教訓を「我がごと」に まずは意識啓発
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地震の予知、一部の防災は難しい

様々な備えによって

「減災」はできる

「備え」をはじめるきっかけが

家庭・地域での震災教訓の継承

防災啓発イベント

防災訓練等の参加

防災意識の現状

災害時対応について家族で話し
合いをしている



震災遺構をツールに
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東日本大震災のような震災遺構 … 仙台市立荒浜小学校など

関東大震災では、実災害を実感できる震災遺構はほとんどないが

関東大震災の場合

⇒ 映像・写真が残っている

⇒ 帝都復興事業による構造物等が今も多く残っている

小学校・公園・橋脚 など



技術の発達 今だからできる防災・減災
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在宅避難 １００年前は… ほとんどが木造建築物 建築基準法はなかった

現在は… ビル・マンション 耐震・耐火性 延焼リスクが低い

今も木造密集地域ではリスクが高い

備蓄・機材 １００年前は… 冷蔵庫なし・防災に活用できる機材少ない

現在は… 長期保存可能な食料の普及、簡易コンロ、蓄電池

ライフライン １００年前は… 水道・通信設備はほぼ破損 情報提供は皆無

現在は… Ｒ５被害想定 断水率 約46% 通信不通率 約1.4％

だから大丈夫でなく、今だからしっかり備えよう



阪神淡路・東日本大震災の震災教訓
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阪神・淡路大震災での教訓
○建物の耐震化と家具転倒防止 <住環境の整備>
○ボランティア元年 <災害ボランティアの育成>
○自主防災活動の重要性 <共助の推進>

東日本大震災での教訓
○要配慮者の避難支援 ＜避難行動要支援者名簿の活用>
高齢者、障害者をはじめ、避難が遅れ、津波により、多くの犠牲者が発生しました。このため、国は避難
行動要支援者名簿の活用を見直しました。

○日常備蓄 ＜食料等の災害用備蓄 ３日分⇒７日分>
圧倒的な『広域地震災害』であったため、供給体制の復旧に時間を要し、食料をはじめ、物資不足が課題と
なりました。多くの自治体で７日分を推奨しています。

○災害教訓の継承 ＜自然災害伝承碑による伝承>
三陸津波地震や宮城県沖地震の教訓が生かされた地域も多く、減災に繋がりました。災害教訓を遺構、記憶、
学習など、様々なかたちで、次世代に伝えていくことが大切です。



自助の取り組み
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避難行動 適切な避難行動（避難所・在宅避難・親戚知人宅）

安否確認 伝言ダイヤル等の利用

情報収集 スマホ 防災アプリ 防災気象情報メール LINE/ツイッター

配付物 防災地図/ハザードマップ

備蓄品 日常備蓄(ローリングストック)

フェーズフリー()

減災の取り組み 家具転倒防止 感震ブレーカー

各種助成制度の活用



共助の取り組み
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町会・自主防災組織(防災団)

発災時 初期消火 ・応急救護 ・情報収集・伝達・広報活動

要配慮者の安否確認・避難誘導 避難行動要支援者名簿の活用・支援

炊き出し・救援物資の配分

平常時 防災訓練の実施・活動費助成

避難所運営委員会 避難所開設・運営

マンション防災 マンション内での共助(安否確認・備蓄)



公助の取り組み
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平常時 発災時

町会等での活動・訓練支援 初動対応 情報発信

備蓄 医療救護

避難所の整備 応急危険度判定

防災意識の啓発 生活の早期再建

復興計画

安全なまちづくりの支援



さいごに 関東大震災１００年事業の紹介
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災害教訓の継承

パネル展・企画展(図書館・朝倉彫塑館)・史跡マップ・学習リーフレット
遺構・防災体験ツアー(小学生向け) 復興公園説明板 特集番組など

防災意識・防災行動力の向上

たいとう親子防災ステージ・避難訓練コンサート・広報「たいとう」特集号
オンライン型アトラクションなど

災害に強いまちづくりの推進

都市復興シンポジウム・都市復興訓練など

共助・公助の連携

自主防災組織活動助成金・集合住宅防災資器材の拡充

スタンドパイプ・給水栓セット


